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ヤェヤマクピナガハンミ ョ ウ与那国島の記録

ヤ :: , ヤ マ ク ビ ナ ガハ ン ミ

ョ ウ Co y r ls ooc1looen-

sis KANOは従来, 八重山

諾島の石垣・ 西表両島に産

することが知られていた

が, 華者は与那国島での採

集標本を持っているので報

告しておく。
l ex., 与那国島字良部岳,

9. . 1973, 正木清採集

標本を.itf 与された正木、,ti
氏, 標本写真を写して頂い

た石原俊9t ｯ-  に深 する。

杉野 広一

(〒(l63 西宮市上大市4-1-18)

伊豆神津島のクワガタ2 種

藤田 ,

0「t i:i ;部 iのほぽ中央に位選する神li t島からは,  ノコキ'
リ ・ コ ・ ミクラミヤマ・ ネプト ・ チビの :I a重のクワ力'タ
が,一置録されている。
者は l973年, 同島にて調 i iをされた高集 正1救氏の採

集品より来記録と思われる下己「' 手重を頂いたのでここ:こ
報告する。

1. ミ ヤ マ ク ワ ガタ

Lucanus macul i femoratt s MOTSCHULSKY
l , 神津島返1民分岐点付近, l6. ?1.1973,

高;系正敏採集
ヤマグワの結校に止まっていたもの。

本極の伊豆諾島における記録は今までになく , 今回の

採集は大変興味深いことと思われる。 写真から判るよう

に, 形態上も大f9の 曲など従来のミヤマクワカ'タとは
異なっており, 将来別亜種になる可能性もあるという。

小型個体であり, かつ l 6のみの採集なので, 現時点

ではこれ以上の考察は差し控えたい。
2. マメクワガタ Fig ttlt‘s Punctatus WATERHOUSE

l ex., 神津島返浜分岐点付近, 16. . l973,

高柔正敏採集

タブと思われる太い伐採木上にて。

本極は1972年, 御蔵島で発見され, 伊豆話島にも分布

虫

左 : ミヤマ クワ力'タ 右 : マ ,' クワ力'タ

することが知られるようになったが, l973年神津島にて
も採集された。

末 ながら, 資重なt票本を快く.,!f与下さった高系正敏
氏,  日 より伊i i話島のクワ力'タについて(三1.々 と御教示
頂いている市川敏之氏一 に.惑 いたしたい。

( 〒110 台東区台東2-29-6)

ジュウシチホシハナムグリの

奧多因こおける記録

藤田 '1二

ジュウシチホシハナムグ

リ Paratr ichi“s sej)to,,i-
decimguttatt‘s SNELLEN
VOLLENHOVEN l;t比較的
南方系のハナムグリで, 分

布は本州 ・ 四国 ・ 九州・ 屋

久島とされている。

本州においては, 主に紀

伊半島以南にて得られてお

り, それ以北では関束山地

に沿って断辺的にわずかな

記録があるにすぎなかった

が, 最近, 東京都下奥多摩

でも本種が得られているこ

とは, 一部の同好者によ り知られている

同地における記録はまだ発表されていないと思われる

ので, 者の手元にある記録を報告しておきたい。
l , 奥多 御 山, 27. ?1.1971, 下村微採集
1 , 奥多摩六石山,  7. VI.1973, 深町宗通採集
l , 奥多降六石山, 14. W.1973, 条久仁雄採集

以上の3 個体は, すべてact地に乳白色の一定の紋をも

l _


